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Ⅰ．研究科・専攻の概要・目的 

 

本研究科は、1972 年に日本で初めて設置された「人間科学部」を元に、学際型の実践的教育研究を

目指す研究科として発展し、平成 19 年度には、旧大阪外国語大学との統合により、人間科学専攻と

グローバル人間学専攻の 2 専攻となった。本事業を実施した人間科学専攻は、行動学系、教育学系、

社会学系、人間学系の 4 学系 6 講座と先端人間科学講座の、合わせて 7 講座で構成されている。教員

数は、教授 39 名、准教授 24 名、講師 4 名、助教 26 名の合計 83 名、学生数は、博士前期課程に 164
名（内女性 88 名）、後期課程に 166 名（内女性 86 名）が在籍している（平成 21 年 5 月 1 日現在）。 

本研究科の使命は、「時代が突きつける新しい課題に対して、科学的方法を信頼して学際的に対応

しようという、現実に向かう開かれた精神である」という創設以来の理念に端的に示されている。具

体的には、以下の人間科学の 3 つの理念を基本姿勢として、教育・研究活動に邁進することを目指し

ている。 
１）学際性：現代的課題を解決するために、従来の専門の壁を取り払い、複数の学問領域の方法お

よび知識を集合させて教育・研究に取り組むこと。 
２）実践性：実験・調査・フィールドワークという、部局創設以来重視してきた<知>の技法を洗練

化するとともに、<知>をアカデミズムのなかに閉じさせることなく、現場と結びついた問題解

決型の教育・研究に取り組むこと。 
３）国際性：社会および大学のグローバリゼーションの趨勢に配意し、教育・研究活動の国際化に

取り組み、グローバルスタンダードをみたす<知>の創出を目指すこと。 
以上 3 つの理念を実現するために、人間存在を総合的に理解し、現代の人間が直面する危機を解決

し、人類の幸福に資するという人間科学の究極の目標を目指して、活動を推進してきた。 
教育においては、平成 17-18 年度「魅力ある大学院教育」イニシアティブの「「実践的研究者」養

成を目指す人間科学教育」に採択され、多様な人間科学の諸分野を背景に、学際的な接触･交流･融合

に新しい可能性を求め、現場･フィールドに根ざした構成的･創造的な研究を進める「実践的研究者」

の養成を行った。 
研究においては、平成 14 年度 21 世紀 COE「インターフェイスの人文学」や平成 19 年度グローバ

ル COE「コンフリクトの人文学国際研究教育拠点」などに採択され、これらの研究プロジェクトに学

生が参加することや新たに開講された「21 世紀 COE 科目」や「GCOE 科目」で教育効果を高めるな

ど、教育においても研究においても活発な活動を推進してきている。 
平成 21 年度末の時点で、累計で修士 1,246 名、課程博士 259 名を輩出している。 
 

 
 

組織的な大学院教育改革推進プログラム 平成１９年度採択プログラム 事業結果報告書 

 

教育プログラムの名称 ： 人間科学データによる包括的専門教育 

機 関 名 ： 大阪大学 

主たる研究科・専攻等 ： 人間科学研究科人間科学専攻 

取 組 代 表 者 名 ： 川端 亮 

キ ー ワ ー ド ： データ解析法の教育、学生の調査研究支援、英語による論文発表・研
究成果発表力の育成、高度教養教育、単位の実質化 
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組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会における評価 

 

【総合評価】 

 

■  目的は十分に達成された 

□  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的はあまり達成されていない 

 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

「データ分析教育を核に、高度な現実対話力をもつ実践的研究能力を備えた高度専門職業人、

研究者を養成する」という教育プログラムの目的に沿って、適切な科目を開設し、セミナー・

シンポジウムを組織し、行き届いた指導・支援のもとに海外の教育研究機関への派遣事業を

展開するなど、計画は着実に実施され、大学院教育の改善・充実に大きく貢献している。特

に、大学院生は研究と研究成果公表に積極的に取り組むようになり、その結果、研究成果発

表数や学位授与率が大幅に向上するなどの成果が得られている。データ分析の単位化や教科

書の刊行、データアーカイブの機能充実など、社会科学系大学院でのデータ分析の教育モデ

ルとして、大きな波及効果が期待される。 

 情報提供についても、ホームページでの公開、教科書の刊行、データアーカイブの充実な

ど、広く社会に公表されている。 

 支援期間終了後の取組については、本プログラムの成果を踏まえた方策が模索されようと

しており、また、大学全体の中の位置づけや継続的な展開について方向性が打ち出されてい

るが、一層の具体化が望まれる。 

 

 

（優れた点） 

データ分析教育のための科目を充実させる一方、研究者を招いてセミナー・シンポジウム

を開催し、また、きめ細かな指導・支援体制を構築した上で海外の教育研究機関への学生派

遣事業を展開するなど、高度な現実対話力をもった高度専門職業人と研究者を養成する、優

れた教育プログラムとして高く評価できる。 

 

 

（改善を要する点） 

本プログラムの実施状況をより詳細に検討し、自主的・恒常的に継続展開していくための

具体的計画を策定し、それに対する大学としての支援体制が構築されることが望まれる。 
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